
千代田区飯田橋3-9-3 
ＴＥＬ（3237）9995 
　　　　　　1部20円 

編 集 責 任  
教 宣 部 長  
木 川 　 治  

「「清清掃掃研研修修（（１１００年年目目））現現任任技技能能」」
講講師師にによよるる発発言言問問題題にに対対すするる対対応応ににつついいてて
これまでの取り組みを確認し、講師本人と講師所属区、特
別区職員研修所から示された文書を了承し、区切りとする

わ
が
組
合
は
、
２
０
１
０
年
１０
月
２０
日
に
実
施
さ
れ
た
「
清
掃
職
員
（
１０
年
目
）
現
任
技
能
」

で
の
講
師
の
問
題
発
言
を
重
大
な
人
権
問
題
・
清
掃
職
業
差
別
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
、

一
年
半
を
か
け
て
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
協
議
を
経
て
、特
別
区
職
員
研
修
所
か
ら
示
さ
れ
た『
清
掃
研
修
の
改
善
・
充
実

に
つ
い
て
』、講
師
本
人
と
講
師
所
属
区
か
ら
示
さ
れ
た『
謝
罪
文
書
』を
了
承
す
る
こ
と
と
し
、

４
月
２６
日
の
第
２４
回
中
央
執
行
委
員
会
で
、「
清
掃
研
修
『（
１０
年
目
）
現
任
技
能
』
講
師
に
よ

る
発
言
問
題
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
」
を
本
件
に
対
す
る
総
括
と
し
て
確
認
を
し
ま
し
た
。

わ
が
組
合
は
、
清
掃
職
業
差
別
を
始
め
と
し
た
全
て
の
差
別
撤
廃
に
向
け
た
運
動
を
進
め
、

人
権
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
大
き
な
運
動
の
柱
と
し
て
き
ま
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
の
協

議
で
は
、
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
引
き
続
き
差
別
の
無
い
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

清
掃
研
修
「（
１０
年
目
）

現
任
技
能
」
講
師
に
よ
る

発
言
問
題
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て

２
０
１
２
年
４
月
２６
日
（
木
）

第
２４
回
中
央
執
行
委
員
会

１
、
は
じ
め
に

特
別
区
職
員
研
修
所
で
実
施

さ
れ
た
「
清
掃
研
修
（
１０
年
目
）

現
任
技
能
／
同
和
問
題
」
で
、

講
師
に
よ
る
問
題
発
言
が
な
さ

れ
た
２
０
１
０
年
１０
月
２０
日
か

ら
一
年
半
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
特
別
区
職
員
研
修
所

に
対
し
事
実
関
係
の
把
握
を
申

入
れ
て
以
降
、
講
師
本
人
は
も

と
よ
り
、
東
京
清
掃
労
働
組
合
、

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会

（
以

下
、
都

連
）
、
特

別

区

職

員
研
修
所
（
以
下
、
研
修
所
）
、

講
師
所
属
区
か
ら
多
く
の
関
係

者
が
一
同
に
会
し
、
問
題
の
本

質
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
協
議

を
重
ね
て
き
た
。
多
く
の
時
間

を
割
い
て
本
件
に
真
摯
に
向
き

合
っ
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
各

位
に
冒
頭
敬
意
を
表
す
る
。

都
区
制
度
改
革
の
一
環
と
し

て
、
清
掃
事
業
が
東
京
都
か
ら

特
別
区
へ
移
管
さ
れ
て
１２
年
が

経
過
し
た
。
特
別
区
は
、
自
治

体
固
有
事
務
で
あ
る
清
掃
事
業

を
特
別
区
の
事
務
と
し
て
移
管

す
る
こ
と
を
積
極
的
に
求
め
て

き
た
。
特
別
区
の
事
業
と
し
て

清
掃
事
業
を
拡
充
、
発
展
さ
せ

た
い
と
考
え
た
上
で
の
移
管
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

自
治
権
拡
充
の
た
め
の
清
掃
事

業
の
区
移
管
と
は
言
い
な
が

ら
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は

地
方
行
革
、
現
業
部
門
の
合
理

化
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
区
移

管
以
降
、
各
区
は
安
上
が
り
の

清
掃
行
政
を
競
い
合
っ
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

清
掃
の
現
場
に
い
る
管
理
職

に
よ
る
問
題
発
言
は
、
職
員
の

尊
厳
を
著
し
く
傷
つ
け
、
士
気

を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
わ
が
組
合
に
と
っ
て
強
い

憤
り
を
覚
え
る
事
件
で
あ
っ
た

が
、
本
件
を
単
に
一
講
師
の
資

質
の
問
題
と
捉
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
共
同
研
修
の
実
施
体
制

に
問
題
が
な
か
っ
た
の
か
、
移

管
か
ら
１０
年
余
を
経
て
各
区
が

清
掃
事
業
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
、
数
年
で
異
動
す
る
管
理

職
が
清
掃
事
業
の
長
い
歴
史
や

職
員
の
勤
務
条
件
に
つ
い
て
十

分
な
理
解
が
な
い
ま
ま
、
主
観

的
な
見
解
を
軽
々
に
研
修
と
い

う
公
の
場
で
述
べ
て
い
な
い

か
、
そ
の
他
の
問
題
な
ど
多
く

の
課
題
を
内
包
す
る
と
い
う
認

識
の
下
に
、
発
言
内
容
の
事
実

関
係
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
本

件
の
協
議
は
開
始
さ
れ
た
。

清
掃
研
修
の
改
善
・
充
実
に

つ
い
て
の
研
修
所
と
の
協
議
、

特
別
区
の
清
掃
事
業
に
対
す
る

姿
勢
に
つ
い
て
の
講
師
所
属
区

と
の
意
見
交
換
、
都
連
の
協
力

を
得
な
が
ら
講
師
本
人
と
一
緒

に
被
差
別
地
域
に
赴
い
て
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
多
く

の
時
間
を
割
い
て
実
施
し
た
協

議
や
取
り
組
み
は
、
非
常
に
実

り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

清
掃
研
修
体
制
の
改
善
・
充
実

と
し
て
、
講
師
用
の
テ
キ
ス
ト

や
指
導
要
領
、
清
掃
事
業
の
移

管
以
降
の
経
緯
を
ま
と
め
た
副

教
材
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
も
高

く
評
価
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
経

過
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
整
理

を
し
、
本
件
に
つ
い
て
の
到
達

点
と
し
て
確
認
す
る
。

２
、
こ
れ
ま
で
の
主

な
経
過
に
つ
い
て

本
件
「
清
掃
研
修
（
１０
年
目
）

現
任
技
能
／
同
和
問
題
」
が
実

施
さ
れ
て
以
降
、
受
講
し
た
組

合
員
か
ら
は
、「
同
和
問
題
の

講
義
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
清
掃
の
職
場
や
職
員
を
蔑

視
す
る
よ
う
な
差
別
発
言
が
あ

っ
た
」「
講
師
は
清
掃
の
職
場

や
職
員
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
と

感
じ
た
」「
同
和
問
題
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
地
名
を
挙
げ
な

が
ら
、
同
和
地
区
を
示
唆
す
る

よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
差
別
問
題

に
つ
い
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
煽

る
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
」「
非

常
に
不
愉
快
な
講
義
で
あ
っ
た
」

と
い
っ
た
訴
え
が
相
次
い
だ
。

事
態
を
重
く
見
た
わ
が
組
合

は
、
受
講
生
に
対
し
研
修
内
容

に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
す
る
と
同
時
に
、
研
修
所

に
対
し
て
も
受
講
生
か
ら
の
多

く
の
訴
え
が
あ
る
こ
と
を
連
絡

し
、
研
修
所
と
し
て
も
事
態
の

把
握
に
努
め
る
よ
う
申
入
れ
た
。

�

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連

合
会
と
の
協
力

同
和
問
題
の
講
義
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
和
問
題
に

直
接
関
係
の
な
い
清
掃
職
場
や

職
員
に
対
す
る
批
判
的
な
内
容

に
多
く
の
時
間
が
使
わ
れ
た
と

い
う
報
告
や
、
肝
心
の
同
和
問

題
に
つ
い
て
も
差
別
を
助
長
す

る
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
と
い

う
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

都
連
に
対
し
て
報
告
を
し
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
持
っ
た
。

わ
が
組
合
と
都
連
は
、
清
掃

の
職
場
や
職
員
に
対
す
る
発
言

内
容
も
含
め
、
同
和
問
題
を
助

長
す
る
重
大
な
人
権
問
題
で
あ

る
と
い
う
認
識
で
一
致
を
し
、

お
互
い
に
協
力
を
し
な
が
ら
今

後
の
対
応
を
図
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
２
０
１
１
年
１
月
１３
日
、

研
修
所
に
対
し
、
講
師
本
人
を

含
め
た
四
者
（
東
京
清
掃
、
都

連
、
講
師
所
属
区
、
研
修
所
）

に
よ
る
意
見
交
換
の
場
を
持
つ

こ
と
を
申
し
入
れ
た
。

�

四
者
に
よ
る
協
議
の
主
な

経
過

１
月
１９
日
、
四
者
の
窓
口
に

よ
る
実
務
的
な
協
議
（
以
下
窓

口
協
議
と
い
う
）
を
実
施
し
、

事
実
確
認
を
す
る
た
め
の
意
見

交
換
の
場
を
１
月
２７
日
に
持
つ

こ
と
を
確
認
し
た
。
１
月
１９
日

の
窓
口
協
議
で
は
、
講
師
が
使

っ
た
レ
ジ
ュ
メ
や
資
料
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
が
、
資
料
の
選
定

や
使
い
方
に
つ
い
て
も
問
題
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

�
）
第
１
回
事
実
確
認
の
た
め

の
意
見
交
換
会
（
２
０
１
１
年

１
月
２７
日
）

第
１
回
事
実
確
認
の
た
め
の

意
見
交
換
会
の
冒
頭
で
、
講
師

本
人
か
ら
「
発
言
の
真
意
が
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
残

念
。
不
適
切
な
発
言
で
研
修
生

に
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
い
、
言
葉
が
足
ら
な
か
っ
た

と
深
く
反
省
し
て
い
る
」
等
の

謝
罪
の
発
言
を
受
け
る
。
そ
の

後
、
一
問
一
答
で
や
り
取
り
が

さ
れ
た
が
、
講
師
本
人
か
ら
は

「
言
葉
が
足
ら
な
か
っ
た
」「
配

慮
が
足
ら
な
か
っ
た
」「
説
明

が
不
十
分
だ
っ
た
」
と
い
う
説

明
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の
後

の
窓
口
協
議
で
、
都
連
と
わ
が

組
合
か
ら
「
受
講
生
の
証
言
と

乖
離
が
あ
り
、
引
き
続
き
事
実

確
認
が
必
要
。
次
回
か
ら
は
『
事

実
確
認
会
』
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
」
等
を
申
入
れ
、
確
認
が

さ
れ
た
。

編 集 責 任
教 宣 部 長
斉藤 幸司

２０１１年３月３０日 四者による事実確認会

２０１０年１０月２０日
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�
）
第
１
回

事

実

確

認

会

（
２
０
１
１
年
２
月
３
日
）

事
実
上
、
二
回
目
と
な
る
事

実
確
認
会
が
実
施
さ
れ
た
。
わ

が
組
合
か
ら
は
、「
清
掃
事
業

が
東
京
都
か
ら
移
管
さ
れ
た
経

緯
や
職
員
の
勤
務
条
件
に
つ
い

て
、
十
分
に
理
解
し
な
い
ま
ま

職
場
の
改
善
や
同
和
問
題
の
研

修
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
は
根
本
的
に
誤
り
」「
講

師
の
思
い
は
受
講
生
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
。
不
愉
快
に
さ
せ
た

だ
け
」
等
を
中
心
に
指
摘
し
た
。

講
師
退
席
後
、
関
係
者
間
で

意
見
交
換
を
行
っ
た
。「
受
講

生
の
証
言
と
講
師
の
説
明
に
依

然
と
し
て
乖
離
が
あ
る
。
次
回

は
受
講
生
の
出
席
も
必
要
で
は

な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

窓
口
協
議
で
調
整
す
る
こ
と
を

確
認
し
て
終
了
し
た
。

�
）
受
講
生
と
本
部
と
の
意
見

交
換
（
２
０
１
１
年
３
月
２３
日
）

わ
が
組
合
は
、
１０
年
目
研
修

の
受
講
生
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
前
二

回
の
確
認
会
の
内
容
を
伝
え

た
。
受
講
生
か
ら
は
「
（
研
修

内
容
に
つ
い
て
）
こ
れ
ま
で
の

受
講
生
か
ら
の
報
告
に
間
違
い

は
な
い
」「
同
和
問
題
で
何
も

得
て
い
な
い
。
や
り
直
し
て
ほ

し
い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

一
名
の
受
講
生
か
ら
「
次
回
確

認
会
に
出
席
し
た
い
」
と
の
申

し
出
を
受
け
た
。
後
日
の
窓
口

協
議
で
、
本
人
意
向
を
尊
重
し

て
次
回
確
認
会
へ
の
出
席
を
認

め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

�
）
第
２
回

事

実

確

認

会

（
２
０
１
１
年
３
月
３０
日
）

一
名
の
受
講
生
の
出
席
を
得

て
、
事
実
確
認
会
が
実
施
さ
れ

た
。
講
師
は
「
差
別
を
助
長
す

る
よ
う
な
発
言
で
あ
っ
た
」
こ

と
を
認
め
、
①
同
和
研
修
と
無

関
係
な
内
容
で
本
来
の
同
和
問

題
に
つ
い
て
の
研
修
時
間
を
短

い
も
の
と
し
た

②
不
適
切
な

発
言
で
職
業
差
別
や
部
落
差
別

を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
、
受

講
生
に
間
違
っ
た
理
解
を
与
え

た
等
に
つ
い
て
、
全
体
の
事
実

確
認
と
し
て
一
致
を
し
た
。

�
）
講
師
本
人
と
研
修
所
か
ら

謝
罪
（
２
０
１
１
年
３
月
３１
日
）

三
回
に
わ
た
る
事
実
確
認
会

を
経
て
、
研
修
所
か
ら
「
研
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行

い
、
講
師
養
成
研
修
の
よ
り
一

層
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
」「
全
職
層
を
対
象
と

し
て
人
権
・
同
和
研
修
に
つ
い

て
も
同
様
の
見
直
し
を
行
い
、

一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
謝
罪

を
文
書
で
受
け
た
。
受
講
生
に

対
し
て
も
研
修
所
、
講
師
本
人

か
ら
謝
罪
の
文
書
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
事
実
確
認
会

で
、
不
適
切
な
内
容
の
講
義
で

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
至

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
研

修
所
と
の
協
議
の
中
心
は
、「
清

掃
研
修
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
」

と
な
り
、
講
師
所
属
区
と
の
協

議
の
中
心
は
、「
区
移
管
以
降
、

各
区
は
清
掃
事
業
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
」
と
な
っ
た
。

�
）
都

連

と

の

意

見

交

換

（
２
０
１
１
年
４
月
１９
日
）

こ
れ
ま
で
の
事
実
確
認
会
の

評
価
、
今
後
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
、
都
連
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
①
こ
れ
ま
で
の
確
認

会
の
や
り
取
り
で
、
講
師
は
真

に
反
省
し
て
い
る
の
か
と
い
っ

た
声
が
多
い
。
②
何
故
こ
う
い

う
事
件
が
起
き
た
の
か
、
そ
の

こ
と
の
究
明
こ
そ
重
要
。
③
事

実
確
認
に
つ
い
て
は
前
回
の
確

認
会
で
一
定
の
区
切
り
と
し
た

が
、
引
き
続
き
②
の
内
容
を
中

心
と
し
た
協
議
が
必
要
で
あ

る
。
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

�

清
掃
研
修
の
実
施
体
制
に

つ
い
て

【
協
議
実
施
経
過
】

第
１
回

清
掃
研
修
に
お
け
る

講
師
発
言
問
題
を
受
け
て
の
研

修
改
善
・
充
実
に
向
け
た
協
議

（
２
０
１
１
年
７
月
５
日
）

第
２
回

清
掃
研
修
に
お
け
る

講
師
発
言
問
題
を
受
け
て
の
研

修
改
善
・
充
実
に
向
け
た
協
議

（
２
０
１
１
年
８
月
３０
日
）

本
件
で
は
、
清
掃
研
修
の
実

施
体
制
に
つ
い
て
も
多
く
の
問

題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
区

移
管
に
あ
た
っ
て
、
東
京
都
と

特
別
区
間
で
確
認
さ
れ
た
「
研

修
水
準
の
確
保
」
が
踏
ま
え
ら

れ
て
い
た
の
か
。
差
別
を
受
け

た
当
事
者
の
視
点
（
差
別
の
実

態
）
か
ら
学
ぶ
研
修
が
行
わ
れ

て
い
た
の
か
。
内
部
講
師
だ
け

に
頼
る
研
修
に
限
界
は
な
い
の

か
。
清
掃
研
修
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
指
導
要
領
や
教
材
が
講

師
に
一
任
さ
れ
て
い
る
が
、
標

準
的
な
指
導
要
領
や
テ
キ
ス

ト
、
教
材
が
必
要
で
は
な
い
か
。

講
義
内
容
の
記
録
が
取
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
実

確
認
に
時
間
を
要
し
た
。
研
修

所
の
責
任
と
し
て
講
義
内
容
を

記
録
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

四
者
に
よ
る
事
実
確
認
会
が

一
定
の
区
切
り
と
な
っ
て
以

降
、
研
修
所
と
の
間
で
は
前
述

の
内
容
を
中
心
と
す
る
「
清
掃

研
修
の
改
善
・
充
実
」
が
協
議

の
中
心
と
な
っ
た
。
二
回
目
の

協
議
と
な
っ
た
８
月
３０
日
、
研

修
所
か
ら
は
、
今
後
の
清
掃
研

修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
修
所

と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た

『
清
掃
研
修
の
改
善
・
充
実
に

つ
い
て
』
が
文
書
で
示
さ
れ
、

わ
が
組
合
も
都
連
も
こ
れ
を
評

価
し
、
了
承
す
る
こ
と
と
し
た
。

�
）
清
掃
研
修
の
身
分
移
管
以

降
の
水
準
に
つ
い
て

清
掃
技
能
系
職
員
が
東
京
都

か
ら
の
派
遣
職
員
か
ら
特
別
区

の
職
員
と
な
っ
た
２
０
０
６
年

度
（
平
成
１８
年
度
）
以
降
の
研

修
は
、
東
京
都
と
特
別
区
と
の

間
で
作
成
さ
れ
た
確
認
書
『
清

掃
派
遣
職
員
の
身
分
切
替
に
伴

う
職
員
の
身
分
取
扱
い
（
平
成

１８
年
３
月
）
』
に
お
い
て
、「
身

分
切
替
後
の
研
修
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
程
度
の
水

準
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
」
と
さ
れ
、
研
修
講
師
に

つ
い
て
は
、「
清
掃
研
修
の
講

師
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は

清
掃
事
業
担
当
課
の
管
理
職
員

が
あ
た
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

特
別
区
は
、
同
和
問
題
に
関
し

て
、
独
自
に
研
修
講
師
を
養
成

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
等
を
踏
ま
え
、
研
修
の
充

実
に
努
め
る
」
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
た
。

�
）
清
掃
研
修
登
壇
講
師
の
指

導
要
領
や
教
材
に
つ
い
て

研
修
所
は
、
本
件
に
対
す
る

問
題
点
と
し
て
「
標
準
と
な
る

指
導
要
領
や
教
材
を
備
え
て
い

な
か
っ
た
」
こ
と
等
を
挙
げ
、

具
体
的
方
策
と
し
て
「
清
掃
事

業
移
管
の
経
緯
、
同
和
研
修
の

重
要
性
、
研
修
実
施
の
意
義
・

背
景
等
の
説
明
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
模
擬
講
義
等
の
演
習

を
通
し
て
講
師
と
し
て
の
理
解

度
や
資
質
の
向
上
に
資
す
る
内

容
と
な
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
見
直
し
を
行
う
」「
当
事
者

の
視
点
を
踏
ま
え
た
差
別
の
実

態
か
ら
学
び
、
職
場
に
お
い
て

実
践
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
同
和
研
修
（
新

任
技
能
長
、
新
任
統
括
技
能
長
）

に
外
部
講
師
を
試
行
的
に
導
入

す
る
」「
内
部
講
師
が
行
う
研

修
に
つ
い
て
は
、
標
準
と
な
る

『
モ
デ
ル
教
材
』『
指
導
要
領
』

等
を
作
成
し
、
講
師
に
示
す
」

等
を
改
善
策
と
し
て
提
示
し

た
。身

分
切
替
後
の
清
掃
研
修
に

つ
い
て
は
、
移
管
前
と
同
程
度

の
水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
、

職
層
研
修
の
中
で
も
清
掃
研
修

は
独
立
し
た
研
修
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
標
準
と
な
る
指
導
要

領
や
教
材
が
備
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
研
修
の
内
容

や
教
材
が
講
師
に
一
任
さ
れ
、

２
０
１
１
年
６
月
２４
日

の
「
清

掃
研
修
（
技
能
主
任
）
第
３
回
」

で
も
、
講
師
の
主
観
や
個
人
的

な
見
解
で
研
修
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

研
修
所
は
、
２
０
１
１
年
秋

か
ら
講
師
用
の
指
導
要
領
や
教

材
の
作
成
作
業
を
開
始
し
た
。

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
主
管
課
長
会

の
協
力
を
得
て
、
清
掃
事
務
所

長
、
清
掃
一
部
事
務
組
合
管
理

職
、
特
別
区
職
員
研
修
所
管
理

職
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
清

掃
研
修
教
材
検
討
会
」
が
設
置

さ

れ
、
２
０
１
２
年
３
月
、
テ

キ
ス
ト
や
講
師
用
の
『
指
導
要

領
』
、
副
教
材
と
し
て
の
『
清

掃
事
業
移
管
後
の
経
緯
』
が
冊

子
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

�
）
各
区
と
の
連
携
、
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換

研
修
所
は
、
研
修
の
改
善
・

充
実
と
し
て
各
区
と
の
連
携
を

挙
げ
、「
再
発
防
止
に
向
け
、

職
員
育
成
の
主
体
で
あ
り
、
任

命
権
者
で
あ
る
各
区
と
の
連
携

・
協
力
を
緊
密
に
し
、
人
権
問

題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
て
い
く
」
と
し
た
。
ま

た
、
講
師
依
頼
手
続
き
に
つ
い

て
は
、「
清
掃
研
修
教
科
目
の

う
ち
、『
同
和
問
題
』
は
講
師

養
成
研
修
実
施
後
、『
同
和
問

題
』
以
外
は
講
習
会
実
施
後
に
、

正
式
な
講
師
依
頼
手
続
き
を
行

う
。
ま
た
、
依
頼
手
続
き
は
、

講
師
所
属
区
の
人
事
・
研
修
担

当
課
長
と
調
整
の
上
、
当
該
人

事
・
研
修
担
当
課
長
を
通
し
て

行
う
」
と
し
た
。

更
に
、
前
述
し
た
「
清
掃
研

修
教
材
検
討
会
」
は
、
引
き
続

き
教
材
内
容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

や
事
例
問
題
の
追
加
、
デ
ー
タ

更
新
、
２３
区
の
取
組
状
況
の
調

査
等
の
実
施
、
教
科
目
内
容
の

見
直
し
等
に
向
け
て
、
年
２
回

程
度
の
頻
度
で
検
討
会
を
開
催

す
る
と
し
て
い
る
。

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
と

し
て
は
、
わ
が
組
合
と
の
定
期

的
な
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る

と
と
も
に
、
１
９
９
５
年
に
起

き
た
千
歳
事
業
所
の
差
別
投
書

事
件
を
契
機
に
発
足
し
た
自
主

的
交
流
組
織
「
清
掃
・
人
権
交

流
会
」
と
講
師
登
壇
予
定
管
理

職
と
の
交
流
を
「
清
掃
職
場
の

差
別
事
象
に
つ
い
て
〜
清
掃
・

人
権
交
流
会
と
の
意
見
交
換

会
」
と
し
て
位
置
付
け
の
明
確

化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

�

講
師
所
属
区
、
お
よ
び
講

師
本
人
と
の
協
議
に
つ
い
て

�
）
講
師
所
属
区
と
の
協
議

【
協
議
実
施
経
過
】

第
１
回
（
２
０
１
１
年
７
月
２６

日
）

第
２
回
（
２
０
１
１
年
１１
月
９

日
）講

師
所
属
区
の
総
務
部
長
、

人
事
課
長
、
人
権
担
当
課
長
と

の
間
で
、
移
管
か
ら
１０
年
余
を

経
て
特
別
区
が
清
掃
事
業
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
を
中
心
に

２０１１年２月１７日 四者による事実確認会 部落解放同盟東京都連合
会からの出席者、長谷川委員長（中央）

２０１１年８月３０日 清掃研修の改善・充実についての四者協議

２０１１年３月３０日 四者による事実確認会
清掃・人権交流会から押田事務局長（左）、
西田事務局次長（右）

第9 5 5号（２）せ い そ う 労 働 者せ い そ う 労 働 者2 0 1 2年5月9日



協
議
が
持
た
れ
た
。

わ
が
組
合
か
ら
は
、
①
本
件

を
講
師
所
属
区
と
し
て
ど
う
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
②
職
場

に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
で
差
別
や
同
和

問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
た
か
っ

た
と
い
う
講
師
の
説
明
で
あ
っ

た
が
、
講
師
所
属
区
と
し
て
ど

う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
③

管
理
職
に
対
す
る
研
修
は
、
ど

う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
④
清

掃
掃
事
業
の
移
管
前
に
各
区
は

管
理
職
を
派
遣
し
て
事
業
を
理

解
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
移
管

か
ら
１０
年
余
を
経
て
、
数
年
で

異
動
す
る
管
理
職
で
は
、
清
掃

事
業
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分

で
は
な
い
か
。
⑤
研
修
の
講
師

推
薦
の
あ
り
方
に
問
題
は
な
い

の
か
。
⑥
講
師
は
「
不
適
切
な

発
言
だ
っ
た
」
で
留
ま
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
だ

け
で
は
問
題
の
真
の
理
解
に
は

な
ら
な
い
。
等
を
質
し
た
。

講
師
所
属
区
か
ら
は
、
①
職

場
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う

趣
旨
で
話
し
た
の
だ
ろ
う
が
、

そ
の
思
い
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た

ば
か
り
か
、
逆
に
受
講
生
に
不

快
な
思
い
を
さ
せ
、
清
掃
差
別

に
つ
な
が
る
印
象
を
与
え
た
こ

と
は
残
念
。
区
と
し
て
も
本
人

に
注
意
・
指
導
を
行
っ
た
。
清

掃
職
場
に
長
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
緊
張
感
の
無
い
研
修
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
②
職
場

を
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
で

発
言
し
た
よ
う
だ
が
、
研
修
の

事
例
と
し
て
出
し
方
も
含
め
て

不
適
切
だ
っ
た
。
職
場
の
問
題

は
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
③
管
理
職
に
対

し
て
は
、
毎
年
同
和
問
題
を
主

と
し
た
人
権
研
修
を
悉
皆
研
修

で
行
っ
て
い
る
。
④
本
件
に
限

っ
て
言
わ
れ
れ
ば
、
不
適
切
な

研
修
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い

事
実
。
今
回
の
件
で
清
掃
事
業

を
軽
ん
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
本
当
に
残

念
。
区
民
の
身
近
な
事
業
と
し

て
、
き
め
の
細
か
い
事
業
を
行

い
、
区
民
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

清
掃
事
業
の
重
要
性
は
こ
れ
か

ら
も
き
ち
ん
と
考
え
て
い
く
。

⑥
職
員
の
心
情
へ
の
理
解
が
不

十
分
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
は
な
い
か
。
と
い
っ
た
分

析
が
さ
れ
た
。

�
）
講
師
本
人
と
の
話
し
合
い

（
２
０
１
２
年
１
月
１７
日
）
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
２
０
１
１

年
１
月
３０
日
）

事
実
確
認
会
が
始
ま
っ
た
当

初
か
ら
、
講
師
は
一
貫
し
て
「
清

掃
職
場
を
良
く
し
た
い
と
い
う

思
い
だ
っ
た
」「
言
葉
が
足
り

な
か
っ
た
」「
配
慮
が
足
ら
な

か
っ
た
」「
理
解
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
」
と
繰

り
返
し
た
。
ま
た
、「
一
番
反

省
し
た
の
は
、『
上
か
ら
目
線

だ
っ
た
』
と
受
講
生
か
ら
指
摘

さ
れ
た
こ
と
」「
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に

と
り
な
が
ら
、
風
通
し
の
良
い

職
場
作
り
に
努
力
し
た
い
」
と

話
し
た
。

わ
が
組
合
か
ら
は
、「
言
葉

や
配
慮
が
足
ら
な
か
っ
た
と
い

う
問
題
で
は
な
い
」「
言
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
共
同
研
修

で
言
っ
た
こ
と
に
対
す
る
率
直

な
反
省
を
求
め
て
い
る
」「
受

講
生
が
『
上
か
ら
目
線
』
と
言

っ
て
い
る
の
は
、
乱
暴
な
物
言

い
と
か
態
度
の
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
」「
多
少
乱

暴
な
物
言
い
で
も
、
そ
こ
に
職

場
や
職
員
に
対
す
る
愛
情
や
思

い
が
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
受
講
生

は
き
ち
ん
と
受
け
止
め
た
は

ず
」
等
を
指
摘
し
た
。

都
連
の
協
力
を
得
て
実
施
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
皮

革
関
連
産
業
（
な
め
し
・
油
脂

工
場
）
が
集
中
し
て
い
た
墨
田

区
の
木
下
川
（
き
ね
が
わ
）
地

域
で
実
施
を
し
た
。
地
域
で
働

く
人
達
の
子
ど
も
達
が
通
っ
た

木
下
川
小
学
校
は
、
今
は
廃
校

と
な
り
、『
産
業
・
教
育
資
料

室

き
ね
が
わ
』
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
、
地
域
の
歴
史
と
教

育
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
資
料

室
と
し
て
、
人
権
学
習
の
発
信

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
人
々
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
産
業
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
別
を

受
け
た
歴
史
が
木
下
川
に
は
あ

っ
た
。
子
ど
も
達
の
つ
ら
い
思

い
や
、
一
生
懸
命
働
い
て
い
る

親
に
対
す
る
愛
情
に
溢
れ
た
作

文
集
は
、
読
む
人
の
胸
を
し
め

つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
差
別

の
現
実
に
学
ぶ
有
意
義
な
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
後
、
参

加
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
講
師
本
人
か
ら
は
「
解
っ

て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
中

途
半
端
だ
っ
た
こ
と
を
反
省
し

て
い
る
」「
皮
革
産
業
と
同
和

問
題
の
つ
な
が
り
が
理
解
で
き

た
」「
さ
ら
に
理
解
に
努
力
し

た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
述
べ

ら
れ
た
。

３
、
本
件
に
対
す
る

わ
が
組
合
の
判
断
に

つ
い
て

本
件
を
契
機
と
し
て
多
く
の

関
係
者
が
一
同
に
会
し
て
、
講

義
内
容
の
検
証
・
協
議
に
止
ま

ら
ず
、
２３
区
の
清
掃
事
業
の
あ

り
方
や
、
清
掃
研
修
の
こ
れ
ま

で
の
問
題
点
や
改
善
・
充
実
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
持
て
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

�

研
修
所
「
清
掃
研
修
の
改

善
・
充
実
に
つ
い
て
」

昨
年
８
月
に
研
修
所
の
示
し

た
「
清
掃
研
修
の
改
善
・
充
実

に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ
ま
で
の

研
修
の
問
題
点
を
適
確
に
捉
え

た
も
の
と
し
て
評
価
が
で
き

る
。
わ
が
組
合
や
清
掃
・
人
権

交
流
会
と
の
意
見
交
換
の
持
ち

方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討

が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
。
研

修
講
師
を
担
当
す
る
管
理
職
は

定
期
的
に
異
動
を
す
る
。
今
回

の
問
題
を
一
過
性
の
問
題
と
し

な
い
た
め
に
も
、
わ
が
組
合
や

清
掃
・
人
権
交
流
会
と
の
定
期

的
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
清

掃
研
修
の
更
な
る
改
善
・
充
実

に
向
け
た
取
組
み
と
し
た
い
。

広
域
的
な
処
理
を
必
要
と
す
る

清
掃
事
業
の
特
性
か
ら
も
、
清

掃
職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

２３
区
共
同
で
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
に
加
え
、
清
掃
研

修
を
担
う
講
師
用
の
『
指
導
要

領
』
と
副
教
材
と
し
て
の
『
清

掃
事
業
移
管
後
の
経
緯
』
が
ま

と
め
ら
れ
た
こ
と
も
評
価
が
で

き
る
。
管
理
職
自
ら
が
、
清
掃

の
長
い
歴
史
を
認
識
し
な
い
ま

ま
、
労
使
で
確
認
し
た
勤
務
条

件
や
職
員
や
職
場
を
否
定
す
る

こ
と
は
、
受
講
生
の
感
情
を
害

す
る
だ
け
で
、
共
同
研
修
の
本

来
の
目
的
か
ら
逸
脱
す
る
も
の

で
あ
る
。
今
回
ま
と
め
ら
れ
た

指
導
要
領
や
副
教
材
は
、
清
掃

事
業
に
対
す
る
管
理
職
の
理
解

の
一
助
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

わ
が
組
合
も
資
料
提
供
等
で
協

力
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
多

く
の
関
係
者
の
尽
力
に
改
め
て

敬
意
を
表
す
る
。

�

講
師
所
属
区
と
講
師
本
人

か
ら
示
さ
れ
た
文
書
に
つ
い

て本
年
３
月
に
は
、
講
師
所
属

区
と
講
師
本
人
か
ら
、
こ
の
問

題
に
対
す
る
認
識
と
謝
罪
の
意

を
示
す
文
書
が
示
さ
れ
た
。
文

書
は
、「
現
場
に
携
わ
る
管
理

職
と
し
て
、
職
員
の
心
情
に
対

す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
（
講
師
所
属
区
）
」「
日
々

現
場
作
業
に
取
り
組
む
清
掃
職

員
の
心
情
へ
の
十
分
な
理
解
が

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
講
師

本
人
）
」
を
大
き
な
要
因
と
し

て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

講
師
は
、
事
実
確
認
の
場
で

「
清
掃
事
務
所
を
意
識
改
革
し
、

よ
り
良
い
職
場
に
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
、
強
い
信
念

を
も
と
に
お
話
し
た
」
と
い
う

説
明
を
繰
り
返
し
た
。
講
師
の

思
い
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
同
和
問
題
の
研
修
は
、

そ
う
い
っ
た
思
い
を
伝
え
る
場

で
は
な
い
し
、
伝
え
る
た
め
の

表
現
も
根
本
的
に
間
違
っ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
受

講
生
で
あ
る
組
合
員
に
不
愉
快

な
思
い
を
さ
せ
、
清
掃
職
場
や

職
員
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
と
感

じ
さ
せ
た
こ
と
は
大
き
な
誤
り

で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

示
さ
れ
た
文
書
は
、
全
体
を

通
し
て
斟
酌
す
れ
ば
受
講
生
の

感
情
に
寄
り
添
っ
た
も
の
で
あ

り
、
反
省
の
意
が
示
さ
れ
て
い

る
。
本
文
書
に
つ
い
て
も
了
承

す
る
こ
と
と
し
た
。

４
、
最
後
に

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
差
別
事

件
は
、
社
会
や
職
場
環
境
に
対

す
る
不
満
を
背
景
と
し
て
起
き

て
い
る
。
特
別
区
の
清
掃
事
業

は
、
安
易
な
合
理
化
で
「
安
か
ろ

う
、
悪
か
ろ
う
」
の
一
途
を
辿
る

ば
か
り
で
あ
る
。
際
限
の
無
い

合
理
化
そ
の
も
の
が
清
掃
職
場

へ
の
差
別
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

清
掃
の
現
場
に
い
る
管
理
職

に
よ
る
問
題
発
言
は
、
地
域
に

密
着
し
た
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
担
い
手
と
し
て
、
日
夜
奮
闘

を
続
け
る
清
掃
職
員
の
尊
厳
を

著
し
く
傷
つ
け
、
士
気
を
低
下

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
職
場

環
境
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
管
理
職
で
あ
る
講
師

が
、
清
掃
職
場
や
職
員
を
軽
視

す
る
よ
う
な
発
言
を
共
同
研
修

と
い
う
場
で
行
っ
た
こ
と
は
、

清
掃
職
業
差
別
を
さ
ら
に
助
長

す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

最
後
に
全
組
合
員
に
呼
び
か

け
る
。
現
実
に
２
３
区
の
清
掃

行
政
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
現

場
の
第
一
線
で
自
治
体
の
「
顔
」

と
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
我

わ
れ
清
掃
労
働
者
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
奮
闘
し
よ
う
。
臆
す
る
こ
と

は
何
も
な
い
。
毅
然
と
前
を
向

い
て
胸
を
張
り
、
よ
り
よ
い
清

掃
事
業
の
実
現
の
た
め
に
、
我

わ
れ
の
知
識
や
経
験
を
踏
ま

え
、
清
掃
労
働
者
と
区
民
が
堅

い
信
頼
関
係
で
結
び
合
う
清
掃

事
業
を
我
わ
れ
自
身
の
手
で
確

立
し
よ
う
。

働
く
と
い
う
こ
と
は
、「
人

間
と
し
て
の
尊
厳
」
で
あ
る
。

最
後
に
そ
の
こ
と
を
提
起
し
て

本
件
に
つ
い
て
の
区
切
り
と
す

る
。

２０１２年１月３０日 フィールドワーク 皮革なめし・油脂工場で説明
を受ける

２０１１年２月１５日 四者による事実確認会 纐纈副委員
長（左）、染書記長（右）

２０１２年１月３０日 フィールドワーク 『産業・教育資料室 きねが
わ』で岩田明夫氏から地域の歴史の詳しい説明をいただく
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東京清掃労働組合

中央執行委員長 吉田 壽 様

平成２２年度清掃研修「現任技能（１０年目）」について

平成２２年１０月２０日午後に開催された清掃研修「現任技能（１０年目）」において、私の差別を助長する不適切な

発言により、研修生の皆様に大変不愉快な思いをさせてしまい申し訳ありませんでした。深く謝罪いたします。

また同研修において、研修の内容に直接関らない内容を講義したことにより本来の同和研修の講義時間が短い

ものとなったこと、そして、私の発言に清掃職員に対する職業差別と捉えられる内容があったことについて、講

師として、大変申し訳なく、私自身の責任は極めて重大です。

特に、職場内のいじめの問題や給与水準への言及は、私の個人的かつ主観的な見解をあたかもどこの職場にも

あることのような発言となり、研修生のみなさんの清掃職場での日頃の頑張りや努力に対し、大変失礼なものと

なってしまいました。これは、日々現場作業に取り組む清掃職員の心情への十分な理解がなかったことによるも

ので、気持ちを理解しないまま「差別と戦わなくてはならない」等と発言しても、受け入れられるはずもなく、

正に上から目線であったと気づきました。

今回の件では、研修生のみなさんはもとより、多く関係者のみなさんにご迷惑をおかけしました。そして自分

自身の発言内容を振り返って改めて深く反省しています。

確認会でお話いただいた研修生の方からの思いも真摯に受け止め、今後は、さらに同和問題の理解に努めると

ともに、清掃現場の職員の皆さんにしっかりと寄り添った事務所運営に向け、全力を尽くしてまいりますのでよ

ろしくお願いいたします。

平成２４年３月１５日

＊＊ 清掃事務所長

（清掃研修 元講師）

東京清掃労働組合
中央執行委員長 吉田 壽 様

清掃職員（１０年目）現任研修における講師発言について

皆さんには日頃から、清掃事業の円滑な運営のためにご尽力いただいていることに、心から感謝申し上げます。

標記の内容について、講師本人及び特別区職員研修所に確認したところ、講師本人からは、清掃事務所におけ

る意識改革を進めることにより、より良い職場に変革することを目的として研修を行ったが、発言に不適切な内

容があったことにより、研修生に不快感を与えてしまったこと、特別区研修所の事実経過の調査からは、同和研

修において、研修内容に直接関わらない講義をしたことにより、本来の同和研修の講義時間が短いものになった

こと及び、講師の発言に不適切な内容があったことにより、研修生がこれを差別問題と捉えたことなどの報告が

ありました。

このような事態に至ったことに講師を派遣した区としてもその責任を痛感し、その後開催の確認会等に参加を

する中で、事実の確認や再発防止に向けた努力をして参りました。

確認会でご指摘をいただいたように、講師自身の思いが研修生の皆さんに伝わらなかったばかりか、逆に研修

生の皆さんに不快な思いをさせ、清掃の職場に対する差別を助長するような発言を行ったことについて非常に残

念に思っています。現場に携わる管理職として、職員の心情に対する理解が不十分であったことなどが大きな要

因であり、研修生を始め関係者各位にご迷惑をおかけしたことについて、区としてもお詫びいたします。

区としては、再びこのような事態が生ずることがないよう、講師本人に厳重に注意をするとともに、改めて、

＊＊区での人権・同和研修を含めた各種研修等の充実に努めております。

清掃事業は東京都から特別区に移管され、１０年余りが経過し、港区においても、地域の実情を十分に踏まえた

ふれあい指導、戸別訪問収集、資源プラスチック回収の開始などにより、循環型社会の構築への取り組みが、区

民生活の中に着実に根付いてきています。これも、これまでの良好な労使関係に基づき、労使双方で清掃事業の

拡充発展に努めてきた成果と考えています。

清掃労働組合の皆さんと、区との２回の意見交換会でいただいたご意見も踏まえ、今後とも、清掃事業に携わ

るみなさんとともに職場の環境改善等に取り組んでまいります。

平成２４年３月１５日
＊＊区総務部長
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